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青木原丸尾における熔岩桐穴の弊質忙ついて

昭和44年隧学部卒 ．： 北 ・条欣吾

序論

寓士山屈辺た分布する溶岩涸穴をはじ以天然(/)淮l穴しては海蝕訊 砂岩あるいは泥岩洞石灰

岩鐘乳澗等が冷り、：＇そこでは野生動物(f9かくれ場所となった り` また人指位）居穴生活や修験者の

疹業(l_.ヽ場 となつたりしてきた。 これらの涸穴匠対して(/l科学的研究も行われ これを桐穴学 ． 

(Spe  lea logy) と呼び、諸外国では広 く行われているが、日本lておいてはこの澗

穴学もあまり確立されていないのが現状であみ

憫穴の成因形状、内音i、(/-！生j如1孤気混、微生物A 紺吻等(I,斗寺気穴居人(l.l生活、憫穴釦絆済

的牙！1f甘法等を調杏研究する(/)が この洞穴学であり、 ギリシヤ詰の網穴を危味する詰 (S:pel

a i on)から起つたものである。

現在こ(/)洞穴学匹）中で1設も盛ん匠行なわれているも¢)は、いわゆる石灰岩蹄乳洞の微生物 ・虹物等

(/J研究であるう。

本諭文に於ける研究対象け、 主に溶岩涸穴VCついてであるが、特侭そ(/)中でも地城的匠は窮士

山の寄．9_:f：必l」c,・_1一つである長尾山 より流出 した、いわゆる甘木ヶ掠、苗岸流内(jl徊穴で、王と して

洞穴(/J成因~ 形状内部の出氏物を中心応与哀や実祖II図を洗えて明かにしていく も（/）て・•これら

溶岩涸穴を研究するり1は，そ(/)生成を究明するため(1;有益な伍料を提供 してく れる。

日本代火山多しといえど も、溶岩梱穴は こ(I)寓士山以外匠は殆どをいといつてもよい L--'世界妬

もハワイとイ ッドネシア(/l火山を除いては見辛ら なV¥:,

窪士山周辺に分布する溶岩涸穴如研究は諸先生方により古くからなされてきたか、視在なおそ

の実祖lj図す ら正確でなく 、 内部の形状~ 諸特徴侭於ても杭々な見鮒がなさ れ、伽立された解釈を

持つておりません

例えば洞穴内床面の椋々な形態、模様匠対しても名称もついておらず、 この論文を苫 くうちに

その名称を考えていかなければならない(/)が視状です。

本論文はオ 1章でまず本論文の王装研究地域である存木ヶ掠丸尾についてその成因から叫禅し

オ， 2章で溶岩洞穴の研究匠は特に必要な、 いわゆる火山噴出物を、特侭その中でも火山ガスと 浴

岩を中心匠述ぺ、オ 3穿．においてこの脊木ヶ原丸尾に分布する溶岩涸穴を、その生成から、各桐

穴諸特徴分析へと進めていき たい。

なおここに掲載する溶岩測穴は紙面の都合上 背負子オ 1風穴 と本栖オ 1風穴(/)2つ であな
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以上の様な方法で本論文の主題を

1． 溶岩桐穴(1_)生成

2. ifsl穴内諸現象(/)分析

とL... また本論文作成に関し その写兵、実梱図等は法政大学探険音加）食料｛'L.tるも(/.)でありま

す。 ・

主たこ こでは紙而の現1係上 各章に関 してを要点のみにまとめま したとりをご了承下さい。

オ 1章肯木ケ原丸尾

青木ヶ掠丸尾を生成した貞観珀火が寝士山のどこを中心として起つたかはし古父甚からばはつ

きり分らないが、石原初太郎氏はそ(/)中心を御庭付近とし（富士(!_)地理と地R')、平林武氏は県

士山］肖としている（態災予防調肴=会報告）が、部匿払送氏は これを籾進ロー合目妬ある寄生火山

(/） 1つ長尾山としていな
(1) 

この長尾山から吼出した溶岩(/)一支流は、大室山と片菟山(1)北麗匹接する、栂尾山（ツガオ）と

如谷柑；を通つて遠方(1)根掠．（/）近く匹まで逹してい入

またその本流は北方匠下り、大杢山 (1)北伯I)を組つて、 四プ」では本栖涸尻、 東方では嗚沢部浴匹逹

し 北方では外部(1.)オ三紀廂山地に飾突 して樗迄湖と池湖距てている。

沫歴弧駆によりますと、 こ(I噌木ケ1か丸尾(/)分布するJ眼叙）面秩はまだくわし く損Ijられて

いない成 約 3o n nヘククールで、 こか丸厖(/)全体秩は平均(l)厚さを 'imとして、約 0.1 5立

方キロ メート ．Iし匠な全

唄出物砒が 1n 0立方キロ メートル以上如咀火を1立大級(/.)却模以としそれが 1?10になるごと

匠 1 階級づつ低い規模孤 ＼伍 ・` , .. ｀ ｀• I、0に分けるとこ(I_)肯木ケ）原び）咬火は規模＼I[(/’l階級匠慨い

宝永 4年cハ唄火と同じく 日本では最裔級匠近い半を表わす。

こC)1f木ケ），肛丸足を作った貞観 6年 (86 4年）の明火は玄武岩火山で、普通匠行なわれる溶岩

流比を王とするも Cりだったわけで、 したがつて青木ヶ原丸尾(1)中（たは配本論で調究する溶岩トン

ネルや＂また溶岩が当時の樹木をつつみ、焼き つくすか、また包んで しまつ・て樹化 し 樹(/)地を

残して固ったいわゆる溶岩柑隅が数多 く分布 していな

さた地表けヒノキ、イラモミ ツガ、 ミ、ズナフ、 カエデ等数多 くの原始林によつておおわれ 表

面は厚いコケ匹よって溶岩はか くされている。さらに こ(/)刷海の中に入ると、、新分的な強v私致失

釦）彩炉只認北妬 く9るいが生じる。この為数多く (l-)人々はこの樹海内に入る中を恐な 現在も な

おお容易侭人を近づけない所として有名である。
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(11 長尾山 ：粒進口 1合目の天神峠匠あみ)

寄生火山

海抜1424Il1 比高約 1o n m )甚部の直径約 1o fl n inで、原上に面径約

? 0 (l m深さ約 6n m(T)摺針形火口を有する完全な円錐丘である。

; . 

ブ，2赤溶岩・(Lava)

溶岩は如I1Ufi．出物(/‘中でい打に王体をなすも (11で、地下り柏楼根1'定不可耗なマグマ(il物即的性
(1) 

宵を堆定する(/)侭、有力な釘料を提供する。
1――., 

木翔では溶岩団結後匠見られる浴岩汁P沢の研究侭叩要 な位浴を占める、 財付骰陀ついてさ とめ

たものであ全

1． 浴岩 (7,l岩石学的性伎

液相(79マグマがそ『：さま冷却して， ［社1結 した も(/)を祐岩 (Lav a)と呼ぶ。 なお、地表べ吼

出したばかりで、 注だ協混で流動しているマク マ`い物災 も浴岩と呼び、 泣砂している垢合は浴岩

流と呼ぷ。

いわゆる地下I/)マグマから揮発成分を大音1分取り去ったも(/.J応相当する，3
(2.）．， 9 

溶釦すみな火山岩であるが、 少し違う怠味夜使％火山岩は岩石い記載的な名剖で、 紀岩であ

ろうと火山砕屑物であろ うとかまゎない。沿岩はマク マが地表に計池、して栢lった若：石を指し 産

状を示す名前である。

粕岩はそ(7 9 外部 (j ,)拡造と 内部 (7 )組絃 と侭挿々 か変化がある。外部(/J•松造では含有ガスか膨張逸

出等代よる孔隙iiGり多少たより 釉 々の外観を異侭 し 殆んど靭密なもめ より 多孔質な岩痒を経て

浮石陀至る注で；各種(/l程度があり、浮石中には気胞心容朋がその実殴の 8~9倍をLりめるもの

があな

2, 溶岩(/)・棟類

浴岩はそq)成分の上から玄武岩侭、 安1」」岩裕成は流紋岩質第(/.J区別(J)外、 またそ(l)外観・拙造

筈¢消韮げてよ り？つ沢分けるかが出来み それは塊状又は滓状裕岩 (BIOCK Lava、or

A-A., L a,V a) と云V¥.他の 1つを記犬浴岩又は稗状浴岩 (i;'ahoehoe Lava ） と云 う。

塊状溶岩という¢)は多t+(/）ガズ及び蒸気を含んであ→り｀ そ(f.J流勁を続ける問に溶岩内部に先立つ

て外部が早ぐ凝固し 内部の流！仙の動厚匠よって夕成が、大小の岩塊匠破砕 し 互に相びf賛して

流れ、浴岩流(l)前面では柑ji豆 <H碍叫 後から流れ9るものはその上を被狛するから例えば洩 ' 

間火山の鬼押出し四屈だ岩塊の累枡状程となる。多拙の蒸気を放出するた入 溶岩の表血は岩滓

..::4n-



、!I- 1ぷ滓‘吠主たは多孔 r(1構造を呈し、 これが一磨進めば浮石芦と な全

餅状浴岩とい 5(1)はガスあるいは蒸気の含有悟が少なく飴の様な、半固半液の状態で流動する。

この種如ものは一時匠凝固するi}な（表面匹蔀い及ができ ても、塊状匠崩柴する事な く、音1分的

流if!)j(/，洋異匠より表面(/)安投部分が師々 (1)椀椋を生ずる。

餅伏裕岩はベスヴイオスに於ける 1 8 5年 (ll裕岩やハワイの諸火山匠はこの秤(/.l裕岩を出す(/-)が

多い。

(1)火山吠出物 ：火山昭出物は次の 3つに分材1される。

(a)火山ガス （い溶岩: (c)火山砕屑物

(2)揮発／J父分：F戸 とか C lの様匠比較的低い温股で押発しやすい成分

オ3茸t浴岩 iliij 穴

現在数多 くの学者が火山研究(1)一探として、溶岩を非常たくわしく 科学的に分析してきたが、

こか溶岩剃穴の生成代朋しては確立された研究報告が出ておらず、 現在津屋弘ぎ光生が躇士火山

の学術調府の一衷と して研究されており支す。

1. 飴岩if月穴の生成

裕岩洞穴如生J如ては 根本的なも (1.Jとして 2つ(/_)生肱過程が考えられふ

そ(1)1つは、表面及び低血が流出 した浴岩匠於てはまず団結するが、 内部の浴岩は流励性を持ち

この部分が1甜結した地表部(fl殻(1)一部を破つて流出 し その跡匹空洵が生底するも (l_)で、 もう 1

つはいわゆるガスの滞留空制とも云 うべきも(/)で、内部のガスC)集結によりしだいた浴岩内部匠

その空桐を生成していくも のであるが、宵木ヶ原丸尾vc於ては、 この動¢-l空桐が単独で見られる

判iは役とんどなく、必ず前者との同時形成作甲がそこに働いている半が分な

以上(1) 釦を も 9 少しくわしく 考えてみる と 、 仮（’こ翡者を·A 、 後者を~B としてその生成を分ける

と次の様匠なる。

(A)火口からあふれ出た溶岩 L1は凶 1- 1 c舟潔：A地点で毅固しはじめる。 この時、後方（火

ロ）より流れ米る溶岩は A地点い嵌固により、圧1JPを生じみ この時P>Bである。しかしこ

の時P>B (t(より A点が仮匠破欺されると次の図 1-2り）如 く当然 L2は圧力 Pにより流出しで子

く。 （A匠破垢が起らなければ問むけな心）

この内部(/)浴触裕岩L2が？ Vこより流出していくと、その希岩と (1l境が 1つ(1-i空桐部を生成する

それが次([}図 1-3であみこ(/)図匠示す椋（／て溶岩流出fがては空il;iiが生成 し この空加i(l）底面は

多少凝固するが、 し力北,-t:(/)下部(/)豆はなおも圧力PVC:より 流出 い 空i1iil(l）拡大化作用が起み

-4 1--:: 
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L 1 :・ 浴岩流

p : 浴•岩の流動圧

i3 ：外気圧

A ：浴岩流末端

＼ ＼ 

＼
 ＼ ＼ 

図 1-1 

L 1 

｀ 
→ 

'L 2 

-
山

L 1 地表部の疑固谷岩

L 2 :内部浴幽容岩

図 1-2 

凶 1-3
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この様代 して出来た空涸の末端部は応々匠して、低 （長く続いて終つている。

次に Bの場合をみてみると

（恥 火口あるいばA)の項の L？により流出した裕融裕岩中VCガスが発生し 梨結する場合を考

えると次の図 1-4(f）如くになみ

B:外気圧

p:浴岩の流動圧
互：ガス圧

凶1-4 

この場合、 田2P>Bであ入しか し先に述ぺた様にガスが発生い 集結しつつある時は ど＞----
Pであみ

さてこの時、 ヱであるガス空洞が、まだ地表の凝固部分をガスの圧力で破壊しない以前、つさり

ガスが内部で袋状(1)時にそ(1)ガスの表面、つまり互．内侭入った状態でみるなら 空i1Plの壁面は

当然地表部程ではないが祉固す全こ(1.J半は洞内vc浴岩鐘乳(/)あることで証明される。つまり、

溶岩釦乳は一般にガスが地表匠抜けた後匠出米るも (1)ではなく、 E(ll様に袋状の時代しかもガス

の温度がかなり 高い峠iて出来るも(/.)で、 この様な状熊で生成 した浴岩釦乳が、ガス (l)抜けIt..餃も

なおきれい匠存在している恥実は、ガスが球状の時にその内部のガス表面 （洞穴壁面）がかなり

凝固し 主とい うガスの圧力か!'....=BとなつてもPVC押しつぶされないまでvci詞穴形成がなされ

るからであふ

以上り）様 な状態 で、 ~>B(互＞ P>B) VCより互の圧力で地表 (1.)凝固音1'分を破り、そこに穴

-4 3-



(Jヽロ）を形成 したとすると、そこからは 定＞ B陀より ガスが抜け出ふしかし内音記浴慇溶岩
(1 ¥ 

は前匠説明 した様妬、 Pに耐えられるまで（ですでに凝固しているので、流出しないがこの暁 若

干空i1月部分([_)形状を変化さ せる。

以上の様vc溶岩洞穴(l)生成する過程をまとめてみたが、いわゆる裕岩涸穴り芯生成は、純粋な(A)

かあるいは純粋なげ）か、つまり純粋な給岩流出¢)跨か、あるいは純粋匠浴岩内部のガス(1)滞留空

洞かである成 しかし現在さでfi木ヶ椋丸尼四花分布する溶岩洞穴を調奔した杞果、後者の料粋

匹ガス(f)僻留匠よつて出米たと詔められる浴塩i1日穴は少な く、あつて も桐穴内(/)支tfalであるとか

あるいは比載的規f臭の小さ なも(/)たけで、多く は(A)と（丑 つさりガス （（）集結と内部浴融沿岩の流

出とが相すなつて生成したも（/）か匠とんどであみ

沖犀弘琴は溶岩曲穴の生成匠閑し、ガス四fl濯窄訊 朱結に よるものはあ注り考えられない、

と去われるのもそい為であろう。

しかし溶岩桐穴生成(f)一掠．理として考えないねけにはいかな心 例えば次章でみる本栖オ 1風穴

牙21'A気孔 （写直 E-2) VCみる椋匠、上方匹見える入口まで(/)商さが約？1メート ルもあり、

またその地表(1_J.ttじ杉は小翡い丘を形成 している。こ(/)小恰jい丘はこ (1)唄気孔から、 ガスと共匠内

蔀の溶響造をも1tf]時ift出し形成 したものと考えら九つさりこれだけの規模(/)溶岩を吸出し、

またこの梯な形と して況在残っている(/)は、やはり 内部にかなり 多柏(l)ガス滞留空澗があったか

らと考える。しかしこのオ4世オ 1風穴は後匠 くわしく ふれるが、幾つかの空桐が連結して、非弾

陀長い規校の加i穴となつている(1)はやはり 内部沿袖溶岩(1-l移動を考えないと、その生成は理解出

来ないかであみ

以上い様に浴岩加］穴(1)生成は、(A)によるも の、(B)匠よるも (1J, また(A)+(B)といつ迅A)、（B炒I司

時i乍甲（てよる も1)が考えられるが、現炎匠見られるのは 多くが(A¥+(B)匠よるものであり片方ど

ちらか単独匠よる生成は非常陀稀であな

(1)もちろん一布均長との薄い部分が陥落して出来ること もある。
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2. 溶岩淮l穴内部vc見られる諸現鋲及びその分析
現在まで争者の調査 した仰穴忙関 し その実測図と石真により、各洞穴の諸特徴の分析を行な

つていきたいが、 これ等涸穴内部諸現象匠関 しての解訊 説明等があきりにも 少な く、華者自身

も碑立された窟料に基づく 分析が出来ない生、 玩在すで第者が謳．杏した範囲附から 現段階の分析

という杉でまとめたものであみ

なお本坦代記放する溶岩洞穴は、紐曲(f)|先係上本柄社 1風穴、背負子オ 1風穴の？点匠 しぽつた"

A 背負子オ 1風穴

I I I I I.!. 1 9 1 

所在地 ：山梨県南都留郡嗚沢村大字軽水小字神座

8 5 3 6番地恩賜県有林内

概略 ：本測は 19 6 7年 10月 10日、法政大学探

験音11匹よつて発見さ れたもので．長径 15メートル

短径 8メー トル の陥没孔があり、入洵して 10メー

トル程進むと右仙方 より 光が差し込み、そこからも

地表へ通 じる印が出米る。 この出口は深さ 1(lメー

トル 位の陥没孔rCなつており、この部分はこの付近

の溶岩の流れより 考えて、支加廊分匠あたものであ

ろう。

この桐穴はいわゆる洞穴生成の項で記 し足AX,C当る

判分で、内部は卦常匠きれい匠その原形を残していな

特岱

木i目は溶岩ilill穴の典形的な形状を示し、陥没孔以外支梱はない3 埜而全体vc光ゴケの繁殆が若

るしいのも大きな特徴である。

こ の洞穴の床は殆 ど平担 で~ 特vc 鉱滓状となつていみ3 （写玖A- 1) 

この 床面の生成は，床部の表面が溶岩内部 より 比較的速 く凝固するが、 内部は未だ流動的でし力、

も地形の下方や、後方か らの流動圧で移動しようとする為、疑固した床曲は内部移批により引張

ら九亀裂を生じ、さら匠砕かれ、 もまれていわゆるゴ ロゴロした状態を作る。この様な航滓状

の床面は本涸の他匠、精神御穴 月淮lたも 非常に顕若匠現われていみしかしこの胴穴の最も大き

な特徴は、天井の形と、そこから垂れる溶岩釦乳であり、同時に澗全体匠わたり 両側壁匹見られ

る横へ走る数条の線であな （写衣 A- 1) ・洞内の形が天井部で上方に三角状匠＜ぽんでいる

([)が分みこれは涸天から地表までの溶岩庖が、 比較的蒋いためた、湘）内のガスが地上へ抜け出
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る際匠桐天井部をえぐる1羨に持ち上げたもの力、 あるいは内部ガスが作る唄気孔形成の初期段階

のものなのか、 2つの場合を考えているが、節者は後者の方を菫点的匠考える。という のは写攻で

も分る様に澗天匠非常lて大送な浴岩釣乳の発達をみる事ができる。この浴岩銃乳の生成を考える

とガス (ll吹き抜けに よつて涸穴の形状が決定する事は考えられなへ〕もちろんこ(/)洞穴はガス体

匠よつて生成したものではなく、 あくまでも浴岩流出によるものと考えるが、その流出過程の初

期の頃、現在の天井の上方への突出部が最初陀生戚しそれが揮発成分のガス化と梨秩匠 より、

洞天を全体匠わたつて上方へ押し上げ椋とする力が働き、その突出は増々増大していく 結果とな

る。 当時のガス(ll混度影愕に より、 天井部分匠は非常（て大ぎな裕岩釦乳の形成を見るり1妬な入）

写算tA-1の側壁の線は、そ如溶岩流出(1)洞内匠於ける動を示すも (1)で、浴岩自体かなりの底湿

であつたのだろうその横に走る数条の線上からも小さ な釣乳が無欺匹見られる。

規模

実測日 1 9 6 7年 1[l月10日

剃穴方向 N 3 5 c, W 

全 長 8 1. 6 5 M 
p 、〉

総延長 99,45M 

飼内天井巌裔 2. 3 M 

御内天井妓低 0. 7 M 

梱低lf<i'rJI揺 4, 1 M 
図 1 - 5 

剃底船底個 2, 5 M 

B 本栖ォ• 1月穴

所在地 ：山梨県西八代郡上九一色村大字オ屯！り字石塚 15 1祐地

概略

才 1哨気孔をナワバジゴで下り、加/1底に達すると横桐は四1南及び東北匹そ(T)入口を見せな 両

桐共人口より 数メート ルは急傾斜をなして下つている。制内破壊は若しく、天井の高さ、i1嘩底の

輻とも終始大きく歩き難い。北東側洞は支ilnj1つを有し それは崩壊IZ.J跡もなく 完全匠脱形を残

してい全西南洞を入口より約 9-0メートル進むと堅孔が天井をつらぬき、そ0高 さ＼ ？ 1メー

トバても及ぶ洞内は稲々別々の空剃の結合である号；がこの西南剃匠於て理解されふ

末端は特殊な岩石に突き当つている。本浩lは全体的に宵木ヶ原丸尾の洞穴の中でも坂大級(i)規模

を袴るもので、幹加l(/)長さでは神座風穴のそれより も2メー トル程長 くなつてい全また均司穴

-.4 7 --



たはプ ドウ浴岩、赤瑞色溶岩、乳房状溶岩等非常匠特殊な状態が見られる。をた実視唆訊てよるオ

1町気孔とオ？哨気孔の形熊の違いは、ガ， 1が溶融溶岩の流出が王であったのiで対し オ 26.'.)方

はガスの咬出が王となつていたからであろう。もちろんオ2の場合でも溶融溶岩の流出もあった

わけでだが、オ 1よりも非常tてきれい匠そのガ スの哨出跡を残している乎か らも分る。 石原初太

郎氏はこれをホ Itニー トとしていみ

涸内匹於ける洵穴は現在あるも(l)が一度匠生成したわけではなく、当時生成していた救個の空柿l

か、溶岩内部の移動沈下の為床面『） ＜ずれや、なだれ込み等が起り一枡ぎのものとなつだわけで

ある。

特徴

本洞は上記に示した様匠稲々の特徴を持つているが、特代 ここで明か9てしなければならない(/)

は、本澗中央部にある 2個の竪穴である。化哀 Bー 1 B -?）これはいわゆる二次的溶岩流が

出来るかわ りvc、地表部の凝固(/)進んだ比恥的術．い部分に於て、内部溶融溶岩中のガス体の集積

化と圧力増大の為 その殺を破り、内音ド溶恩溶岩が内部ガス(/)吸出を伴つて、砿片としてあるい

は内部ガスの哨出により 持ち上げられた浴岩が、/h口の周囲に枡つて二次的な小丘を槃くもので

一般にホルニートと呼ばれるものであり、中央部に穴が開いている(/_.lは 四部溶融溶岩の流郎）代

伴い、未凝fisJ部分の中央部がしだい匠下降 してい くからで．オ 1咬気孔の上部の棚状の部分は、

その位骰でかなり (JI溶岩(JJ停滞があったことを示すも(/)であん

洞内南曲側涸人口を進むと石疑匠神座｝乱穴新涸を思わせる椋な浴岩棚が見られ入 （写我B-

3) これもいわゆる床面(/I下方沈下匠ともない、その節分が緑辺硬化を起したもの匠よる。こむ

様な棚は火さもそれ程長くはないが、一般匠見られるも乙 より 高さが高くなつていみ

この写真 B- 3(/lとの柄りの正面に別種の一段と光沢を放つている新しい溶岩が棚り）上を裂つてい

る事か分る。少だ くとも これにより． こ(/_I棚が生成 した後匠、非常匠混度の高い溶岩が先の光沢

を放つている蔀分の様にその境の位置主で一時的に流れ込んだりiがわかみ]こ (l)いわゆる棚生成

後匠流れ込んだ溶岩は尖柑1}図？ 1地点では．写真 B-3の様に高さが約1,5メート ルであるが、

? 5、 2 6、 ? 7、地点あたりではその洞穴天井部まで同種の溶岩で1複われている。この溶岩は

かなり温腹が治jく、非学陀流動的な性展を持っており、またその色が茶揺色を呈 しているので、

一般匹見 られる暗灰色の溶岩とは一目で区別がつくが、 なぜ茶楼色匠変色しているのかは現在の

段＼玲では、その分析が出ていないのでくわしくは分らないが、冷却の温度差代よる ものか贔ある

いは成分の相異匠よるものであろう。この種の浴岩の見られる地点は、 ？ 1、 2 2, 2 3, ？ 4、

? 5、 （この地点までは床より1.5 ~ ？ノー トルの鳥さま で棧われている。） 2 6, 2 7, 2 8, 
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背負子第1風穴洞内
※C点より D地点方向を写す。

,．
 

本栖第 1風穴第 2噴気孔

※2 4地区より地表入口方向を写す



本栖第1風穴第 1噴気孔

※1 9地点より地表と写す。

本栖第 1風穴
溶岩棚、床面移動跡、呪房状溶岩

※21地点にて22点方向右側を写す。

本栖第 1風穴、プドウ状溶岩

※2 5地点上段支洞右側壁で採取



（この部分は 3メート ルの天井ま で覆われていみ）である。

また 23地点では同溶岩匠授われた部分化、神座風穴の一部にも見られる特殊な現象が見られる。

（写買 B-5)で棚上方の正面の壁の左婢匠丸く乳房状匠突出したかた注りがそれである。いわゆる

上方部匠ある溶岩がその熱9てより、あるいはガスの燃焼匠 よる熱で流動性を伴い、下方に垂れさが

るわけであるが、 この上方より垂れてきたものがたまつたもので、そこよ り垂れる溶岩錘乳は先端

がやや太く丸味を帯びているのが特徴である、また例えば上下二段9rCなつた空洞部の下段を埋めた

り、 あるいは既｛て生成している空網が比較的視い位置侭ある様な場合（実混圏縦断tif成!?5地点） 、

下部の溶岩中のガスが盛ん匹噴出し、上部の既爬生成している空憫内部の壁面ivc飛散して、そこに

フー ドウ状の丸い溶岩灼となつて互匠くつつき合う。 これをプドゥ状洛岩と呼ぶりぼしたがこれはこ

の本柄切 1風穴だけしか見られないものであな

それが（写頁B-4)であゐこれは？ 5地点の上部の空洵の槌而のものであるが、、この部分は当

時、上部の空詞の床の部分注で溶岩で埋注つており、その時に内部ガスがこの様な形となつて上部

空洵の壁面を桜い、その後浴岩流動により、宋面沈下が起り新しく下部空柿］が生成されたわけであ

る。

な お本桐の末錯は、 非常匹ガ•サ ガサした一見コー クス状の赤い岩石陀穴き当つて終つている力＼ こ

の赤いコークス状のものが何であるかは現在のIザr分つていないが、沖累弘逢兵はそれを大室山火山

灰が乍［木ケ／泉溶岩によって、熱せられたものであろうと述べておられな桐穴は方向的匹 も大室山

方面へ延びており これを明か9でする為匠は、大挙山と宵木ヶ原丸足の接線を追究する必要があるだ

ろう。
規模

実測日

入口方向

桐穴方向

全長

総延長

桐内天井J¥．t漑

洞内天井最低

洞底最病幅

桐底最低幅

桐内坂高傾斜

洞内取低傾斜

荊内最嵩気温

涸内般低気混

1 9 6 8年 11月4、5日
N 6 5 ゜E （北東側ilPi)
S 7 3 ゜W （南西側洞）
N B - S W 

4 2 1, 4'i M 

4 9 4, 3 0 M 

7,(l M 

D. 5 M 

1 3, 2 M 

0. 6 M 

4 4度

0度

4, 5度

2, 3度
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支涸 北東側涸 11地点南詞支洞 1 8, 9 5 M 

南西側涸 ？5地点上部支洞 1 0. D n M 

南西伽ii届I35地点よりの支涸 ? 6, 4 n M 

S 7,と38,Hij左支怖I 1 7. 5 fl M 

考察

噂で得られた王要な紀果と問胆点を要約すると 次の様たなる。

溶岩細穴は他の洞穴、つまり 石灰鉗乳梱や梅蝕糾等の様に、その生成か長い年月だわたってい

るいわば静的なものと異なり、 非常に助的である為地下より哨出したア グマの化学成分、ガス

成仇 粘 ‘i• I； 羞， 冷却速恥 主た地形的差異、 例えば（頃斜、 径 ょどみあるいはそ仏l洵穴の伯

j？する深さがf酋々 様々 で、それ等i'cよる影窮がそ(/.)ま 疇 緒後の形態匠表われるわけで、 しかも

もの形[E、視象を研究するす1が雄しいのは、実際応l；；］穴生）如祖程を観察すかJ1が出来ないlfiにあ

入そのため溶岩鰍の研究は、視在生成されているいわゆる固紀後の状態を、 先のいくつかの

碍争を磯して研究していかなければならないわけであ全さたL1本に於てはこ¢海岩剃穴

の分布する地域が印翫特殊な状態から、i1；；j穴そのものへ行くとれを一層困難ならしめてい入

麟•i で多 くの火山学者匠 より、 火山碑f究がなされてきたが、その中でこの記灌釈虚す
る分街の研究は、多くがその生1戎過程内匠 とどまり

．細部の研究には至つていないのが現状であ

る。

i•5 □ 1 項近ぺた疇多 くの場合、 溶饂1穴はそ0疇と して噸嘩融溶岩の流出 と 、 内部湘
幻 I諏 よ るものとがあるが、オ 3屯オ？項の諸現象の分析で iU 

t)月かな椋に何らかの形で、内部

噂麟浩疇麟出の跡があり、これは詞穴生成の非
荏沢：大きな一因である出は他の多 くの先

生方匠 よって柑かれているところである。しかしここで明記 し
ておきたいのは、柄穴生成作用と

1ln！穴拡大（連結）（乍用という？つの出である。疇拡大作用はいわはその空洞自体を成長させる

生成11:1-！釈他ならないのであるか
、この拡大連結（乍「打を次の様な拓合と考えてみ全

a)溶岩内部の流出匠伴なう床面の降下 、

り疇鴨加ガス凪あるいは犯圧qJ為の崩壊代よる柘互迷結

(aは1iIl穴生）戎作J-廿と結栄的匠向じ掠囚VCよる
ものだが、玲者がここで特た拡大迎結作用とつけた

のは、ただ生成（作用のみの溶岩流出や
，、カス集根化を論じたのでは、少なく とも 窟士山認宵木ヶ

町虚内の憫穴の形態．現象を研究するのには不十分であるから て
ここ尻特匠石原初太郎氏の

鰍生成た関する意見を上げてみた心

石源氏は梱穴芦成が一骰匠附部溶融溶岩流出匠 よるものと
されている説に反論し その王な

-5 0 -



理由として

1種 々の溶岩洞穴の末端部が惟I内に於てふ地表匠於ても溶岩の抜け出た跡がなハ

2飼内床面の波浪状溶岩は、応々 vcしてその先媒を溶岩の流れる方向を示しているが、そ(l)浣叩

はわずか数尺tですぎず、加穴未端まで水の流れる如く和いているものではない：）

3箭和1芍！穴の` jlたは概して末皓た向い下向き匹なるといえど，判分的匠は防斜が無い所もあり、

塩合府は斜め匠上向きとなる出もあな

4裕岩流の表面が凝桔し、その内部溶融溶岩が流出 し空汁目を形成するな ら何故下隊部全部流出し

ないで、隊消式匠局部的匠流出が限られるの力b 隧泥の両側面が何故匠陸珀の部分に先立つて凝

固形成するのか、説明に苦しむ所である。

.. 以上の迎由によつて石原氏は溶岩浴穴生成の内部浴融溶岩流出説は、少なく とも哀士山地方vc

はあてはさらないとしており、石原氏はその成因を次の様匹説明してい入

浴岩／原を歩くと 処々に氷河のクレ ヴアスの様な剖れ目猿することがあみこの割れ目は多く裕

岩冷却徒その表面部tて生じたものであろ う。同椋妬冷桔lがまだ完盆でない瘍合匠、その下陪部に

於ても何かの脱囚により割れ目 を生じこの割れ目こそが溶岩洞穴の本椋ではないかとしていな

この石原氏の意、兄は、いわゆる先匠示した椋侭裕岩糾穴C[)生）Jし作用と拡大 （咆結）作甲とを、そ

の関連性に於てと らえなかったむから起るものではないかと考える。 ＇ 

本論で述べた椋冗，朽木ヶ原丸尾四切IドIグgを料噴してみて、1伺穴生成の結論としてオ 3古ォ？項

の諸現象の分析を考地し、その成因を

(1)内部揮発成分(l.)ガス化とその集栢

(2)内部浴融裕岩心流出

の以上2つを王たる要因 とし 同時匠拡大（連結）作用として

(a諮岩内部の流出に伴 う床面の降下

(b)近接空澗のガス圧、あるいは須圧の為の崩媒匹 よる相互連結

とするがオ 3章オ 1項でも述ぺた様妬、宵木ヶ原丸厖四で筆者が聘べた範囲内では、桐穴の成因

がどちらか単独で行われることはなく、 あったとして｛、ごく規模の小さないのか、あるいは一部の

限られたものだけであり、 多くの場合両者が相互た作用して生成するものと考える。

つまり純然たる(1，沙、純然たる(2枷というのではなく、(1)と(2)がどの様にかかわりあつて生成した

のか、またその様代して出来た空洞はどの様匹拡大連結 していったのか 相互の関連性の内にと

らえていくべきではないだろう力b

以上紙面の閲係上、調資淮l穴も 2つしか載せるホが出米ず、また姐要な写真もわずか 5枚にお
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ふ・さえなければならなかった関係上 諸現象の分析が十分なされないまが進めてぎました卑御許

し原郎います。

甲府盆鉗 lてお ける 桃作農薬の一展開

昭和44任沃学；｝碑前出ひろみ

'はじめに

[I幻．1）・業は、戟後五 ざまの変化をとげてき芯 農家の北茨化は進み、 舟愛就菜人口は急速9て

団少してい、ら災家とは名ばかりのオ？秤兼業裳家Vてなりながらも、なお窓細な耕地を手放さず

’leヽ ‘；こなかたちでの脱＃刃ヒけを沼り追んでいなハ

噂米の必年拇作をはじめと して、股業生産は終林と してはかなり戦前水準を上さわる匠至

つてい今この発展は、 作ti［取滋衰を内包 し 雑炒、大小麦、 ネ添、工芸作物の衰退と、盗至

切菜、果樹の成長という不拉喝兌展を伴つていゐ「 選択的虻、大 」政策の下で、卦卿只 「＇f虚作

]」と して、1'奴ほ唸以上の高収益をあげたミカンを蛤頭匠増大をつづけていら

泣近、政府は米の食竹制せとをなしくづし的匠改変い 夕国の安いJ但汗物の自由化をすすめ、促

．ゞIrf切てたよる1製家を不役匠姦としいれてい全 釆樹（乍とてその例外ではなへ このような状．勢

¢9.J中で． t.］ 木の磯砕i芸け•今後 も 発展しうる のであろ う 力b 茅者が叩試 このテ ーマ を選んだ問

虹認t:tととから出発する。屯，ちら人 11本の呆樹作といつても、果樹の神類も多 く、産地の地

域1flも多様であり、この卒論でそのナベてをと りあつかう余裕はない。 したがつて策者は、これ

寸であぇり研究の追んでいない桃（乍を とりあげ、一出例として、最近生涯の増加が藩る しい甲府

麟の一宮町たついて、その発展辿楓現在と［疇点をできる限りイン う戸、ジプ(1(追究しようと

威‘み危

疇については、セ ノ`サス、県統計人調壺地での資科収集など碑 I・たよる数鐙把握匠つとめ

る一カ、生）光者、組合等取地の実態をとらえるため、数回匠わたり調鉗地におもむき、戸別調査

も実施しね

ー＇虹りは果樹として桃の他、 プドゥ もと り入れているが、ここでは桃（乍匹賑定しね桃もこの

町のみの特注ではな く、全国的Vこみれば他た比較すべき厄地も少な くない汎 この点代ついては

釦宝よる比較匠ととめ、桃作嬰業の一甘i例として問坦を しぽらざるをえなかつた
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